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一デカ ラク トンの生産
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【R的】我々 はこれ窰で に白色腐朽菌 PieugvtVS’　OStreatu ’
S （ヒラタケ）由来の香気

物質に関して報告して纛た
1）

。 今回 ， 新た に褐色腐朽菌 廴eetipoms 　s“「ρt”srets くマ

スタケ）の液体培養物中に， 濃厚な香気を放つ 物質の生産があるこ とを見い出した 。

本香気物質に着 目し， 抽出および同定を行い ， 生産条件等の検討を行っ た 。

【方法及び結果］ 鳥取県内で採取 した E−．甜 ρ11U鰾 僞 野生株を麦芽X キス ， 酵母エ キ

ス および劣 は 一スか ら成る液体培地 〈pH6．3）で生育させ， 培養ろ液を経時的にサ

ンプリングした 。 香気は菌の 生育に伴い．嬶 し， 培養 12日目で最も強くなっ た 。 そ

の培養液を溶媒抽出後 ， 濃縮物を6Cな らびに G（瀬 S にて分析 した結果 ， 主要成分を

γ
一デカラク トン ， 微量成分の 一つ を v −7Yクタノラク トンであると同定した c

一般に，

微生物由来のラク トン類は脂肪酸から変換される、 い くつ かの脂肪酸添加による培養

試験の中で ， ヒドロキ システア リン酸の添加は 7 一デカラク トンの生産上昇に有効で あ

p た。

一方， 本菌の培養液の 酬 は 2以下議で極端に低下 して いた 。 MPLC分析の結果 ，

シ ュ ウ酸の蓄積がある ことを認めた 、
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【目畷 近 年、バ イオ マ ス 変換エ ネル ギ
ー

の 研究開発が脚光 を浴びて きて い るが 、 特に

発酵法 によ り生産 され るエ タノ
ー

ル が、 ク リーン エ ネル ギー として注 日 されて い る。 本

研究で は 、デ ンプ ン分解酵素で ある ア ミラ
ーゼを酵母の 細胞表層に発現 させ る事で デ ン

プン 資化能力 を付与 した組換え酵母 を活馬 し 、 高効率 エ タノ
ー

ル 生産プ ロ セ ス を構築す

る事を 口的 と して い る 。 今回、グル コ ア ミラーゼ と α
一 ア ミラ…ゼ を共発 現 させ た酵 母

が 、エ タ ノ
ー

ル 生産 に与え る影響に つ い て 検討を行 っ た。

【方法及び結果1今回 2 種類の 組換え酵母 （1．グル コ ア ミラーゼ 、 α 　ア ミラ
ーゼ 共 に

細胞表層発現 2．グル コ ア ミラ…ゼ細胞表層、 Ct　
t

ア ミラ…ゼ分泌発現 を構築 し 、
　 Fed−

batch発酵実験 を行 っ た 。 そ の 結果、
グル コ ア ミ ラーゼ、 α

一
ア ミラーゼ共発 現酵母 は

共に、従来の グル コ ア ミラーゼ 単独発現酵母 よ りも、菌体増殖、デン プ ン 資化能力 、 及

び エ タ ノ
ール 生産能力 にお い て 向 kが確認 され た 。
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